
伐
採
を
計
画

❶【保安林】
保安林や保安施設地区

である場合

❷【森林経営計画】
森林経営計画の対象森

林であって、当該計画に
従って伐採する場合

❸上記以外の地域
森林計画対象森林

事前に都道府県へ許

可申請が必要

【皆伐・間伐・作業許可

がそれぞれ別の申請

が必要】

森林経営計画の認定請求が必要

（法第11条第１項）

伐採後に届出が必要（法第15条）

●経営計画が認定された機関に届

出をする。（国・県・市町村のいず

れか）

市町村へ伐採の30日～90

日前に「伐採及び伐採後

の造林の届出」が必要

（1ha以下の森林の開発を

含む）

地域森林計画の対象となっている民有林の立木を伐採する場合、森林区域や目的別に
伐採の届や許可が必要となります。伐採後に造林等により更新を行った時は造林の報告
が必要です。伐採旗は、皆伐時に交付されます。

伐採の届出等について
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※皆伐については、伐採旗の掲揚をお願いします。

【資料３】

【資料３】



県振興局へ伐採許可申請を提出して、許可書
とあわせて交付する。
●主伐：２月､６月､９月、１２月に申請
伐採・造林：完了後３０日以内に提出

※間伐・作業許可は、保安林関係の説明を参
照ください。

①伐採旗について
「保安林」
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②伐採旗について
「森林経営計画森林」

森林経営計画森林は、伐採届は事後でよいが、
伐採旗は、事前に市町村へ申請し交付を受け
る。（県認定は、県へ申請）
伐採面積が「１ha以上」の箇所に交付する。
●伐採・造林の届出を４月・６月・11月・1月の
10日までに提出する。

保安林の伐採等に関する 大分県のホームページURL
https://www.pref.oita.jp/soshiki/16200/hoanrinkyoka.html
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③伐採旗について
（①②以外の森林）

市町村へ「伐採届」を提出し、適合通知とあ
わせて交付される。
伐採面積が「１ha以上」の箇所に交付する。
●伐採：90～30日前/造林：30日以内

伐採旗に関する
取り扱い事項

１ 伐採旗の掲揚場所
伐採旗は、伐採を行う施行地で周囲から分
かりやすい場所に掲揚する。 伐採箇所が
許可を受けている箇所である証明をするもの
です。

２ 植栽の完了と伐採旗の掲揚
植栽は、伐採から２年以内、天然更新は、伐
採の翌年度から５年以内に更新を行う。更新
が完了するまで、伐採旗は掲揚する。

（注意事項）
１ 伐採及び植栽完了時の報告をお願いしま
す。
２ 伐採届の届出人（申請者）には、伐採者と
造林者が異なる場合は、両名の記載をしてく
ださい。

伐採届、伐採許可申請等の様式
大分県のホームページURL
https://www.pref.oita.jp/soshiki/16200/hoanrinkyoka.html
【大分県のホームページで「大分県伐採届」で検索してください。】



無届 虚偽届出

・ 売買による森林の土地の取得

・ 相続による森林の土地の取得
・ 贈与による森林の土地の取得
・ 森林の土地を所有している法人を買収（法
人名義の変更を伴うもの）したことによる森林
の土地の取得など、
全ての土地の所有権の移転が対象

新たに森林の土地の所有者となった者

市町村
（林務担当課）

９０日以内に届出
（国土利用計画法に基
づく届出をしたときは不
要） １０万円以下

の過料

ただし、森林を含む土地について、次の面積の売買
は国土利用計画法に基づく届出を行わなければならな
いため森林法上の届出は不要
市街化区域 ：2,000m2以上
その他の都市計画区域：5,000m2以上
都市計画区域外 ：10,000m2以上

【お知らせ】
2024年から「相続登記の義務化」が
予定されています。

土地所有者届出制度
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新たに森林所有者になった場合（森林の土地の取得）には、市町村に土地
所有者届出が必要です。
※様式や詳細内容は、それぞれの提出先各市町村又は県のＨＰでご確認ください。

一定面積以上の土地の取得

市町村

1ｈａ未満の森林の取得（Ｈ24から）

契約後２週間
以内に届出
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